
が
退
去
し
た
の
で
、
豊
前
西
部
四
郡
制
圧
に
方
向
を
転
じ
、
十
月
四
日
、

ま
ず
小
倉
城
を
包
囲
し
た
。

小
倉
の
城
代
は
助
命
を
請
う
た
た
め
、
こ
れ
を
赦
し
入
城
し
た
。
こ
の

時
、
香
春
岳
城
の
高
橋
元
種
も
毛
利
方
へ
詫
び
言
を
申
し
越
し
た
と
い
う

が
、
な
ぜ
か
開
城
に
至
っ
て
い
な
い
。
開
城
の
条
件
を
秀
吉
が
容
れ
な

か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
（
吉
川
文
書
）。

こ
の
時
点
で
島
津
側
と
し
て
行
動
し
て
い
た
の
は
、
高
橋
元
種
・
城
井

鎮
房
・
彦
山
座
主
舜
有
・
仲
間
統
胤
・
野
仲
鎮
兼
ら
筑
前
の
秋
月
種
実
の

勢
力
圏
に
接
し
た
国
人
た
ち
で
あ
っ
た
。

宇

留

津

城
の
合
戦

む
ね
し
げ

長
野
統
重
は
九
月
二
十
五
日
以
前
か
ら
毛
利
氏
へ
頻
り

に
助
命
を
懇
望
し
て
い
た
く
ら
い
だ
か
ら
、
黒
田
孝
高

に
馬
ヶ
岳
を
抵
抗
す
る
こ
と
な
く
明
け
渡
し
た
。

椎
田
の
海
岸
砂
丘
上
に
築
か
れ
た
宇
留
津
城
に
は
賀
来
与
次
郎
・
同
孫

兵
衛
久
盛
ら
が
父
専
慶
を
香
春
岳
に
人
質
に
取
ら
れ
て
い
る
か
ら
と
、
抵

抗
し
、
城
内
に
い
た
二
〇
〇
〇
人
ほ
ど
が
圧
倒
的
な
軍
勢
に
攻
め
ら
れ
て

ひ
で
か
ね

全
滅
し
た
。
小
早
川
秀
包
も
家
来
多
数
を
戦
死
さ
せ
、
感
状
を
得
て
い
る

（
萩
藩
閥
閲
録
、
第
四
）。

こ
の
報
告
を
受
け
た
秀
吉
は
「
宇
留
津
城
、
去
る
七
日
（
十
一
月
）

責
め
崩
し
、
千
余
の
首
を
刎
ね
ら
れ
、
そ
の
外
男
女
（
三
七
三
人
）
残
ら

ず
、
は
た
物
（
磔
）
ニ
相
か
け
ら
れ
候
儀
、
心
地
よ
き
次
第
に
候
」（
吉

川
文
書
）
と
い
う
感
状
を
与
え
て
い
る
。

二

障
子
ヶ
岳
攻
撃

宇
留
津
落
城
か
ら
一
週
間
後
、
障
子
ヶ
岳
城
が
占
領
さ
れ
た
。
数
万
の

大
軍
が
遮
二
無
二
攻
め
立
て
た
か
ら
城
兵
も
持
ち
こ
た
え
ら
れ
ず
、
香
春

岳
城
に
合
流
し
よ
う
と
夜
陰
に
乗
じ
て
山
を
下
り
た
。
毛
利
勢
は
こ
れ
を

追
っ
て
幾
ば
く
か
を
討
ち
取
っ
た
。

障
子
ヶ
岳
城
は
香
春
岳
城
の
端
城
の
一
つ
と
し
て
連
絡
・
偵
察
の
役
目

を
担
い
、
あ
ま
り
守
備
兵
を
多
く
配
置
し
て
い
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

一
所
の
者
共
、
数
手
負
い
候
通
り
承
知
し
候
、
よ
く
よ
く
付
く
べ
く
候
、

然
ら
ば
、
某
も
と
無
人
た
る
候
条
、
財

満
右
京
亮
父
子
遣
わ
し
候
、
申
し
談
ず

べ
く
候
、

障
子
岳
取
り
詰
め
る
の
由
に
候
、
様
体

相
聞
こ
え
ず
候
条
、
具
ニ
申
し
越
す
べ

く
候
、（

下
略
、
萩
藩
閥
閲
録
、
巻
一
七
）

こ
れ
は
、
十
一
月
十
五
日
付
の
毛

利
輝
元
の
書
状
で
あ
る
。

障
子
ヶ
岳
攻
撃
の
最
終
段
階
に
あ

る
こ
と
を
児
玉
元
兼
が
報
じ
た
も
の

で
あ
る
。

去
る
月
十
五
日
、
障
子
岳
取
り
詰
め
ら
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れ
候
ニ
つ
き
、
か
の
城
こ
ほ
れ
落
ち
候
処
を
数
多
討
ち
捕
ら
る
由
、
尤
も
然
る
べ
く

候
、

（
下
略
、
小
早
川
文
書
）

こ
れ
は
、
十
二
月
一
日
付
の
秀
吉
の
書
状
で
あ
る
。
秀
吉
へ
十
一
月
十

五
日
に
障
子
ヶ
岳
城
が
落
城
し
た
こ
と
が
黒
田
孝
高
か
ら
報
告
さ
れ
た
。

秀
吉
は
、
香
春
岳
の
高
橋
元
種
の
和
睦
・
助
命
の
懇
望
を
受
け
入
れ
、

豊
後
侵
攻
中
の
島
津
軍
を
、
退
去
で
き
な
い
よ
う
、
黒
田
・
中
国
勢
が
一

刻
も
早
く
豊
後
に
移
動
し
、
豊
後
に
「
懸
け
留
め
る
」
こ
と
が
最
重
要
で

あ
る
と
指
示
し
た
。

香

春

岳

城

攻

め

障
子
ヶ
岳
落
城
の
五
日
後
、
香
春
岳
で
は
水
手
を
押
さ

え
ら
れ
、
更
に
、
三
丸
の
内
の
一
丸
を
占
領
さ
れ
た
と

こ
ろ
で
、
十
一
月
二
十
四
日
降
伏
を
申
し
出
た
か
ら
、
こ
れ
を
赦
し
、
城

を
受
け
取
り
、
吉
川
元
長
の
家
臣
森
脇
春
顕
を
城
番
と
し
た
。
秋
月
種
実

に
つ
い
て
は
、
人
質
を
差
し
出
し
、
森
壱
岐
守
吉
成
を
秋
月
城
に
入
れ
る

な
ら
ば
、
赦
免
す
る
と
い
う
条
件
を
指
示
し
た
。

そ
の
間
に
、
城
井
・
野
仲
・
仲
間
ら
国
人
も
遅
参
を
詫
び
、
人
質
を
差

し
出
し
た
の
で
、
豊
前
で
は
岩
石
城
の
み
が
降
伏
を
認
め
ら
れ
ず
、
秀
吉

の
下
向
を
待
つ
こ
と
に
な
っ
た
。

秀

吉

の

馬
ヶ
岳
入
城

十
二
月
十
三
日
、
黒
田
・
中
国
勢
一
万
五
〇
〇
〇
人
が

豊
後
に
進
発
す
る
た
め
、
豊
前
の
村
々
か
ら
人
質
を
取

り
、
宇
佐
郡
は
こ
れ
を
宮
中
に
集
め
さ
せ
た
。

そ
の
こ
ろ
、
豊
後
で
は
、
島
津
軍
が
千
石
秀
久
・
長
宗
我
部
元
親
勢
を

戸
次
川
原
の
戦
い
で
破
り
、
府
内
を
占
領
す
る
勢
い
で
あ
っ
た
。

大
友
義
統
・
千
石
秀
久
は
高
崎
山
城
に
登
っ
た
が
、
す
ぐ
豊
前
に
の
が

れ
、
妙
見
岳
城
に
入
っ
た
。

こ
の
た
め
、
豊
後
へ
の
出
陣
は
越
年
し
て
か
ら
と
な
っ
た
。
一
月
二
十

八
日
、
黒
田
孝
高
は
萩
原
民
部
丞
ら
豊
前
の
国
人
に
、
関
白
殿
下
へ
必
ず

出
頭
し
て
、
一
礼
す
る
よ
う
、
念
を
押
し
た
。

関
白
殿
下
の
動
座
に
先
立
っ
て
、
す
で
に
四
月
十
日
付
の
書
状
で
、
毛

利
輝
元
へ
一
日
路
々
に
御
座
所
の
城
を
構
え

る
こ
と
を
命
じ
て
い
た
が
、
天
正
十
五
年

（
一
五
八
七
）
一
月
二
十
五
日
に
宇
喜
多
秀

家
、
二
月
十
日
、
秀
吉
の
弟
秀
長
が
京
都
を

先
発
し
、
三
月
六
日
に
小
倉
城
に
到
着
し

た
。た

だ
ち
に
、
秀
長
は
黒
田
・
中
国
勢
に
豊

後
進
駐
の
島
津
軍
討
伐
の
出
陣
を
命
じ
た
。

上
方
勢
の
接
近
を
聞
い
た
島
津
家
久
は
三

月
十
五
日
、
府
内
の
市
街
を
焼
き
払
っ
て
、

日
向
へ
撤
退
し
た
。

三
月
朔
日
、
京
都
を
出
発
し
た
関
白
秀
吉

は
、
物
見
遊
山
し
な
が
ら
、
ゆ
っ
た
り
と
山

陽
路
を
西
下
し
、
二
十
八
日
に
小
倉
城
に

入
っ
た
。
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翌
三
月
二
十
九
日
に
は
馬
ヶ
岳
に
入
城
し
た
。

こ
の
日
の
た
め
に
、
黒
田
孝
高
ら
は
細
心
の
注
意
を
払
っ
て
、
関
白
殿

下
の
宿
所
を
準
備
し
、
そ
の
威
厳
を
誇
示
す
る
こ
と
に
腐
心
し
た
。

こ
こ
へ
、
彦
山
座
主
舜
有
が
使
者
を
送
っ
て
、
降
伏
の
許
可
を
乞
う
た

が
、
秀
吉
は
受
け
付
け
な
か
っ
た
。

四
月
朔
日
、
秀
吉
は
田
川
郡
へ
入
り
、
伊
田
原
に
陣
を
据
え
て
、
岩
石

城
攻
め
を
見
物
し
た
。

こ
の
城
に
は
秋
月
種
実
の
家
来
熊
井
越
中
守
久
重
・
芥
田
六
兵
衛
ら
五

〇
〇
人
ば
か
り
が
籠
城
を
続
け
て
い
た
。

秀
吉
は
降
伏
を
赦
さ
ず
、
自
分
が
到
着
す
る
ま
で
包
囲
し
た
ま
ま
一
人

も
逃
さ
な
い
よ
う
に
し
て
、
殿
下
の
面
前
で
「
な
で
切
り
」
に
し
た
。

蒲
生
氏
郷
・
前
田
利
長
ら
五
〇
〇
〇
余
が
短
時
間
の
う
ち
に
攻
め
上

り
、
上
方
勢
の
強
さ
を
見
せ
つ
け
る
と
い
う
演
出
を
準
備
し
て
い
た
の
で

あ
る
。

こ
こ
に
お
い
て
、
秋
月
種
実
父
子
は
出
家
姿
で
先
手
の
森
吉
成
の
陣
へ

走
り
入
り
、
妻
子
を
助
け
て
く
だ
さ
れ
ば
、
首
を
刎
ね
て
も
構
い
ま
せ
ん

と
懇
願
し
た
た
め
、
命
を
赦
し
、
古
処
山
城
を
受
け
取
り
、
後
日
、
日
向

延
岡
に
移
封
し
た
。

第
二
節

黒
田
孝
高
の
入
国

島
津
義
久
の
降
伏
後
、
二
〇
日
過
ぎ
た
五
月
二
十
五
日
、
九
州
の
置
き

目
が
発
表
さ
れ
た
。
大
友
宗
麟
に
与
え
る
こ
と

に
な
っ
て
い
た
日
向
一
国
は
、
宗
麟
が
病
死
し

た
の
で
、
秋
月
氏
を
延
岡
へ
、
高
橋
元
種
を
高

鍋
へ
、
秀
長
に
暗
殺
さ
れ
た
島
津
家
久
の
子
豊

久
を
高
城
へ
、
長
野
三
郎
左
衛
門
尉
を
一
年
後

肥
後
へ
移
し
た
。

城
井
鎮
房
を
伊
予
国
へ
移
す
話
が
あ
っ
た
と
い
う
が
、
鎮
房
が
渋
っ
た

た
め
沙
汰
止
み
と
な
っ
た
と
い
う
。

黒
田
孝
高
に
は
、
七
月
三
日
付
で
、
豊
前
東
部
六
郡
を
与
え
、
毛
利
勝

信
（
森
吉
成
）
に
企
救
・
田
河
二
郡
を
与
え
、
時
枝
鎮
継
ら
に
は
、
検
地

よ
り

き

を
行
っ
て
、
秀
吉
が
約
束
し
た
知
行
高
の
地
所
を
与
え
、
寄
騎
と
し
て
、

軍
事
行
動
を
一
緒
に
さ
せ
た
。

黒
田
孝
高

の

検

地

黒
田
孝
高
は
宇
佐
郡
時
枝
城
（
宇
佐
弥
勒
寺
執
行
時
枝

鎮
継
の
城
）
で
、
入
国
後
初
の
領
内
仕
置
と
し
て
、
三

ケ
条
の
掟
を
出
し
た
。

一
、
主
人
・
親
・
夫
に
背
く
者
、
罪
科
に
行
う
べ
き
事
、

一
、
殺
人
或
い
は
盗
人
・
強
盗
を
な
し
、
又
そ
の
企
て
仕
る
者
あ
ら
ば
、
罪
科
に
行

う
べ
き
事
、

一
、
隠
田
・
畝
ち
が
え
等
仕
る
者
、
同
前
の
事
、

右
の
品
々
こ
れ
有
ら
ば
、
た
と
い
親
類
又
は
同
類
た
り
と
い
う
と
も
、
ひ
そ
か
に

申
し
出
る
べ
し
、
そ
の
儀
、
実
た
ら
ば
、
人
し
ら
ざ
る
様
に
、
一
か
ど
ほ
う
び
こ
れ

を
遣
わ
す
べ
き
事
、

黒田孝高の花押

第５編 近 世

572


